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　１月22日、中標津町交流センターで青葉会会員８名と料
理交流会を行いました。
　今回は会員たちで料理のアイディアを出し合い、「エビピ
ラフ」「生春巻き」「パスタ３種（カルボナーラ・ペペロンチー
ノ・カニ風パスタ）」「ミートローフ」「ミネストローネ」「特
大ケーキ」を作りました。
　料理は分担して作りましたが、味の調整や調理工程で悩ん
だときは、みんなで話し合いながら料理を完成させました。
　参加した会員は、「普段なかなか作らない料理だったけど
美味しかった」「たくさんお持ち帰りが出来たね！」と大変
盛り上がっていました。《事務局　中野係》

青葉会 料理交流会

　１月24日、中標津町加工センターでフレッシュミズ
会員６名とチーズ・ソーセージ研修を行いました。
　少人数での研修となりましたが、みんなで協力し合い、
美味しいソーセージとストリングチーズが出来上がりま
した。　　　　　　　　　　　　　　《事務局　中野係》

女性部フレミズ

チーズ&ソーセージ加工研修

乳製品お歳暮ギフト発送�
平成30年もありがとうございます�感謝の気持ちを込めて…。

　乳製品消費拡大を謳い展開してきた乳製品お歳
暮ギフト事業ですが、皆様のご協力をもちまして
776セットものご注文を頂きました。
　組合員から親戚、友人、関連企業へと広がり乳
製品消費拡大の輪も大きくなる事が出来ました。
　普段の酪農業と違い、慣れない箱詰めや包装と
いった作業で悪戦苦闘しながらも、青年部全員で
一致団結し無事発送を終える事が出来ました。
　今後とも青年部の消費拡大事業にご協力とご指
導の程、宜しくお願い致します。

《広報部会　須藤　宗裕》真心込めて包装致しました。

食
べ
過
ぎ
注
意
♡～特大ケーキ～
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
皆
様
に
青
年
部
を
身
近
に
感
じ
て
頂

け
る
よ
う
に
、
部
員
の
日
常
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す

▲全道ＪＡ青年部大会「全道ＪＡ青年の主張大会」で
発表された須藤宗裕の記事が掲載
（日本農業新聞　１月８日）

農水省や家の光協会など意見交換
（根室地区ＪＡ青年部幹部研修）▶

　１月18日、職員一人一人がコンプライアンス意
識を高め、職場から不祥事を起こさない為にコンプ
ライアンス研修会を開催しました。
　不祥事を起こさない為には、①職場のコミニュ
ケーション②職場内研修の継続実施③風通しの良い
職場作り等があげられ、職員一人一人が意識を高め
る事で、コンプライアンスを保つと改めて認識する
事が出来ました。

職場から不祥事を出さないために！

コンプライアンス研修会

講師：中央会根釧支所　大関氏

今
月
の

青
年
部

青
年
部



4

　１月７日、根室管内４町では成人式が行われ、
当ＪＡ職員から角田川裕太さん（金融共済部）、
長屋透羽さん（販売部）、根岸里菜さん（購買部）、
喜来幸音さん（金融共済部）、川田茉奈さん（営
農部）、杉本夏美さん（販売部）、菅野菜緒さん（金
融共済部）の計７名が新成人となり、晴れ姿を
見せてくれました。

大人の仲間入り大人の仲間入り

標津町出身の川田さん，
中標津町出身の杉本さんと菅野さん

中標津町出身の角田川君と長屋君 中標津町出身の根岸さんと喜来さん



営農振興課より

5

お腹を冷やさないようにしましょう（免疫低下のリスク!!）

　体内に病原体が入ってくると、リンパ球Ｂ細胞は抗体を出して対抗します。抗体を病原体にくっ
つけることにより、他の白血球にそれが敵であることを知らせ、退治しやすくします。また、一
度戦った病原体を記憶する力がＢ細胞にはあります。予防接種などはこれを利用したものです。
　病原体に対抗するために欠かすことのできないＢ細胞は、人間では骨髄で作られます。しかし、
牛を始めとした反芻動物では骨髄ではほとんど作られず、腸管内の腸管関連リンパ組織で作られ
ます。子牛に限らず「腹を冷やす」ということは、この組織の活性を弱め、全身の免疫低下につ
ながります。

抗原
（菌など）

B細胞

抗体

スノコやパレットを下に敷いて
排水性アップ

清潔で
保湿もバッチリ
免疫細胞も元気！

病原菌が多い上に
お腹を冷やして
免疫低下

カーフジャケットも効果あり！



普及センター通信根室農業改良普及センター
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後継者の声

後継者の声

写真１　家族と関係機関で投資計画打合せ中

　平成30年６月に配布されたこの資料は、将来構想の考え方、労働生産性を考慮した
農場全体のシステムのあり方、投資するにあたって事前に準備しておくことについて掲
載しています。
　９月から計４回にわたり概要と活用事例の紹介をしています。
　今回は営農改善資料の活用事例について紹介します。

　営農改善資料 ｢わたしの牧場計画｣ には、これから新規投資を行う農場や経営移譲した農場が、農場の将来を
考える上で必要な内容が盛り込まれています。改善資料は、章ごとに分かれているため、必要としている部分だ
けで活用することもできます。
　今回計４回のシリーズで紹介しましたが、営農改善資料をとおして農場の将来を考える時に少しでも役立てて
頂けたら幸いです。

活用事例１

活用事例２

｢搾乳牛舎建設の検討｣

｢経営移譲後の
　　ライフプランの検討｣

　Ａ農場では経営移譲後、新規投資を考えています。今
後の家族の年齢からライフプランを考えて、投資をする
際の牛舎形態や労働力、投資額や資金などの話し合いを
しました（写真１）。

　頭では考えていたが、紙に書くことで搾乳牛舎が具
体的になり、家族全員で話し共有の場となりました。
▪活用したページ
１章３　我が家の目標を立ててみよう！ (P13～14)
１章４　どんな選択肢・解決策があるか(P15～21)

　Ｂ農場は近年経営移譲がされた農場です。移
譲後直ちに営農計画で自分や家族の年齢からラ
イフプランを考え、長期の計画と今年１年の営
農計画を立てました。

　今後の労働力が明確になり、営農計画が立
てやすくなりました。
▪活用したページ
付録①　ライフプランシート（Ｐ付録①）

活用事例3
｢育成牛舎建設場所の検討｣

　Ｃ農場では育成牛舎を新築するため、農場の
航空写真（1000分の１）に資料の付録を使っ
て、育成牛舎のパーツを配置して、適切な牛舎
の向きや位置を検討しました。

家族全員で話し合っています！

　これをきっかけに、農場全体のレイアウト
や動線を考えることができました。
▪活用したページ
２章３　農場のレイアウトを考える（Ｐ41～44）
付録②　農場レイアウト施設パーツ（Ｐ付録②）

後継者の声

営農改善資料！④
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排水改善の取り組み紹介

　春先の融雪水や大雨がほ場内の停滞水となり、作物の生育や管理作業に悪影響を及ぼしています。
　普及センターでは、根室振興局農村振興課や酪農試験場、JA中標津と連携し、ほ場の排水改善対策の取り組
みを進め、効果の検証と優良モデルの波及により、地域の作物の生産性向上を目指しています。

写真１　①明きょと②カットソイラーの施工 写真２　③縦孔暗きょの施工

1.排水改善の施工経過（平成29年度施工）
中標津町内の畑数カ所で①明きょ、②カットソイラー、③縦孔暗きょの試験を実施。

②カットソイラーとは
　暗きょの働きを助けるため補助的
な水みちを施工する機械です。
③縦孔暗きょとは
　ほ場表面から縦穴を開け、下層へ
の水みちをつくる技術です。

３.今後の調査（平成31年度）

　平成31年度は、平成30年の秋に新規施工した「カッティン
グドレーン」の効果検証について継続して行います。カッティ
ングドレーンとは、深さ90㎝の位置に幅10㎝の空洞を作る無
材暗きょ工法です。

写真４　カッティングドレーン施工

２.�排水性改善モデルほ場（ばれいしょ畑の縦孔暗きょ試験）の調査 （平成30年度）

写真３　試験区の滞水状況の推移

図１　縦孔暗きょ試験区の図面

縦孔径
15cm区

縦孔径
45cm区

縦孔暗きょ未施工区の滞水が目立つ

未施工区縦孔径
30cm区

縦孔径
15cm区

縦孔径
45cm区

縦孔暗きょの有無に拘わらず滞水している

H30.10.29（直前1週間の累計降水量58mm）

H30.11.08

10日後

未施工区

縦孔径
30cm区

 

未施工区縦孔径30㎝区

縦孔径45㎝区縦孔径15㎝区

縦孔の直径を
15､ 30､ 45㎝とし、

排水効果を検証

ほ場内の常に
滞水する場所に試験区を

設置しました。

　試験区のばれいしょを調査し
た結果、「茎長」と「でんぷん価」
は、縦孔施工区の平均値が未施
工区を上回りました。
　縦孔径と収量性の検証には更
なる調査が必要なため、今後も
データの蓄積に努めます。

区分 茎長
（㎝）

でんぷん価
（％）

施工区
平均 33.5 16.1

未施工区 32.7 15.6
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し

ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
第
70

回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
大
通
会
場
４
丁
目
に
て
、

『
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
』
の
入
賞
作
品
63
点
を
展

示
し
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
や
交
通
安
全
に

対
す
る
願
い
が
描
か
れ
た
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
の
力
作
を
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

は
、
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
12
月
18
日
㈫
札
幌
厚
生
院
小
児
科
病
棟
に
て
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
深

井
選
手
と
菅
選
手
、
ド
ー
レ
君
、
コ
ン
サ
ド
ー
ル
ズ

が
病
院
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

と
の
相
互
協
力
協
定
に
基
づ
き
、
食
育
と
ス
ポ
ー
ツ

文
化
、
地
域
文
化
振
興
に
か
か
わ
る
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
今
年
が
11
回
目
と
な

り
ま
す
。
プ
ロ
選
手
を
目
の
前
に
し

て
、
緊
張
気
味
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
Ｐ
Ｋ
合
戦
や
ダ
ン
ス
で
緊
張

も
ほ
ぐ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
満

面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
に
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が
、
被
災
地
の
む
か
わ
町
、

厚
真
町
、
安
平
町
と
釧
路
市
・
中
標
津
町
の
幼
稚
園

等
10
カ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

園
児
ら
と
野
菜
し
り
と
り

ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
楽
し

く
交
流
し
、
最
後
に
ち
ょ
リ
ス

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
贈
り
ま
し
た
。
地
震
に
よ
り

被
災
し
た
地
区
の
子
供
達
も
、

ち
ょ
リ
ス
と
の
触
れ
合
う
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
は
、
冬
に
お
い
し
い
北
海
道
か
ぼ
ち
ゃ

「
り
ょ
う
お
も
い
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
冬
至
に
は
『
り
ょ
う
お
も
い
』
を
食
べ
よ
う
！
」

を
昨
年
12
月
15
日
、
札
幌
市
清
田
区
の
イ
オ
ン
札
幌

平
岡
店
で
開
き
ま
し
た
。
同
店
の
青
果
売
り
場
で

「
り
ょ
う
お
も
い
」
を
販
売
す
る

と
と
も
に
、
㈱
も
り
も
と
の
協
力

を
得
て
、「
り
ょ
う
お
も
い
」
を

使
用
し
た
ぜ
ん
ざ
い
1
，
０
０
０

食
を
正
午
か
ら
と
、
15
時
か
ら
の

2
回
に
分
け
て
来
店
客
に
提
供
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
ほ

ど
で
終
了
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
平
成
30
年
12
月
17
日

に
、
北
農
ビ
ル
で
9
月
に
刈
り
取
っ
た
稲
の
脱
穀
や

し
め
縄
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
田
植
え
か
ら
稲
刈

り
ま
で
、
1
年
を
通
し
て
行
っ
て
き
た
食
育
活
動

「
街
な
か
田
ん
ぼ
」
の
最
終
回
と
し
て
、
中
の
島
興

正
保
育
園
の
園
児
10
名
が
参
加
し
、
園
児
自
ら
が
茶

碗
を
使
っ
て
稲
を
脱
穀
、
す
り
鉢
で
籾
す
り
を
し
た

後
、
精
米
機
を
使
っ
て
精
米
ま
で
行
い
ま
し
た
。
ご

飯
が
炊
け
る
ま
で
の
間
、
稲
わ
ら
を
使
っ
た
し
め
縄

づ
く
り
も
体
験
。
最
後
は
炊
き
た
て
の
ご
飯
で
お
に

ぎ
り
を
握
り
、
自
分
た
ち

が
作
っ
た
お
米
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

は
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
体

験
を
通
じ
て
食
と
農
の
大

切
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え

て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
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今シーズンは雪が少ないと思ったのも束の間、
ついに大雪が降りました…
天候が悪い日は不要な外出を控え、安全運転
を心がけましょう。

今月の　平成31年も早いもので１カ月が経ちました。日が経つ
のは早いもので、つい先日新年のお祝いをしていたのに
なぁと感じる今日この頃でございます 。
　２月は１年、12ヵ月の中で１番短い月でありますし、
日本では色々な行事や冬のイベントなど盛り沢山で、さら
に時が経つのが早く感じる月であります。
　まず２月に入り早々に行われる行事が節分であります。
　節分の由来には諸説ありますが、節分は季節の分かれる
日を意味し、昔は立春、立夏、立秋、立冬の前日を指して
おりましたが、今では一般的に立春の前日を指します。そ
れが２月３日頃です。
　春は年の始まりであり、季節の変わり目には邪気が生じ
るという考えから、鬼払いなどの儀式が行われるように
なったというのが、一般的な解釈であり、そこから、節分
の夜には鬼打ち豆をまいたり、柊の枝に鰯（いわし）の頭
をさしたものを戸口にはさんだりして、邪気を払う習慣が
ついたとされております。
　狂言の世界にも『節分』という曲が存在しております。
　節分の夜、美しい女性に一目ぼれした鬼が小唄を歌いな
がら口説こうとするのですが、女性はいっこうに受け付け
ず、しまいに鬼は泣き出してしまう。その様子を見た女性
は、なびくと見せかけ、鬼の持つ隠れ笠、隠れ蓑、打出の
小槌などの宝を取り上げ、豆をまいて鬼を追い払うという
ものです。
　意外にも節分には、『恋愛』も隠れており、2月にはバ
レンタインデーもあることから『恋愛』の季節とも呼べる
のではないでしょうか？
　『人生で最も幸せを感じる瞬間というのは、他人から愛
されている、もしくは、自分自身を愛することを実感でき
るとき。もしくは、自分と同じように誰かを愛するとき。』
　あの『レ・ミゼラブル』の著者であるフランスの詩人ヴィ
クトル・ユーゴーの言葉です。
　この恋愛の季節、２月…。まずは自分や周りの人を敬い、
そして周りの人から敬われるよう過ごしてみてはいかがで
しょうか？幸せを感じることができるかもしれません…。

今月の義を見てせざるは勇無きなり

【アクセス】
地下鉄「大通駅」
 1番出口より徒歩5分
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計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　1月28日現在 2,000円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 365 349 1,101,600 540,000 904,650 85,543
乳牛・ホル初妊ET 44 41 1,402,920 540,000 1,126,835 66,207
乳牛・ホ無　初妊 6 5 946,080 794,880 900,720 194,040
乳牛・ホ無　初妊ET 1 1 1,089,720 1,089,720
乳牛・ホル　経産牛 3 3 464,400 345,600 403,560
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 419 399 1,402,920 345,600 924,128 36,805

平成30年度12月末　管内農協生乳受託実績表� （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　1月18日開催分� 税込み

1月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,421 -19
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,180 2
そ の 他 の 未 経 産 57 -3

計 7,658 -20
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,678 -27
そ の 他 の 経 産 牛 50 0

計 9,728 -27
合　　　　　　　計 17,386 -47

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 550 7
黒 毛 和 種 　 オ ス 68 -7

計 618 0
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 618 0
総　　　合　　　計 18,004 -47

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 424 383 978,480 81,000 687,977 14,577
肉牛・黒毛　メスET 244 203 1,297,080 495,720 752,020 6,549
肉牛・黒毛　メス計 668 586 1,297,080 81,000 710,163 15,904
肉 牛 ・ 黒 毛 　 オ ス
肉 牛 ・ 黒 毛 　 去 勢 682 645 1,263,600 351,000 826,237 80,418
肉牛・黒毛　去勢ET 332 294 1,125,360 523,800 861,495 76,204
肉牛・黒毛　去勢計 1014 939 1,263,600 351,000 837,276 13,136
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 56 41 1,510,920 221,400 632,538 -45,854
廃 用 ・ 黒 毛 78 77 633,960 123,120 338,026 7,708

農　　協　　名 月　　　　　計 累　　　　　計 搾乳戸数乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比
Ｊ Ａ 標 津 町 8,704,279 101.4 77,312,724 99.3 132
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,787,037 102.8 96,667,619 102.0 167
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,077,288 99.3 64,335,772 97.6 136
Ｊ Ａ 中 春 別 10,329,000 101.3 91,811,490 100.9 168

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,670,503 99.1 68,654,578 100.2 134
上 春 別 支 所 5,594,188 105.6 49,371,620 105.3 71
別 海 本 所 12,224,136 97.2 111,099,294 97.1 230
根 室 支 所 3,990,571 99.3 37,077,143 101.3 80

小　　　　計 29,479,398 99.5 266,202,635 99.9 515
合　　　　　計 66,377,002 100.5 596,330,240 100.1 1,118

ホクレン根室家畜市場�一般市場�1月16日開催分� 税込み

ホクレン根室家畜市場�乳牛市場（セール）1月21日開催分� 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛･ホル　育成 20 20 639,360 32,400 389,934 -3,726
乳牛･ホル　初任 18 15 939,600 237,600 703,944 46,568
乳牛･ホル　経産 9 9 609,120 129,600 438,360 176,838
乳牛･ホル･無経産 2 2 437,400 169,560 303,480
肉素･黒毛和種･メス
肉素･黒毛和種･オス
肉素･黒毛和種･去
肉素･乳用交雑･メス 1 1 219,240 219,240
肉素･乳用交雑･オス
肉素･ホル中犢･メス
肉素･ホル中犢･オス 6 6 61,560 32,400 49,500
肉素･ホル中犢･去 1 1 146,880 146,880 146,880
肉 素 ･ ホ ル ･ メ ス 15 15 346,680 143,640 225,288 21,492
肉素・その他・メス
肉 素 ･ そ の 他 ･ 去
初生･黒毛和種･メス 15 15 604,800 216,000 467,424 13,704
初生･黒毛和種･オス 17 16 708,480 324,000 572,265 49,005
初生･乳用交雑･メス 105 105 282,960 37,800 179,311 -7,991
初生･乳用交雑･オス 127 127 375,840 54,000 267,202 -12,590
初生・ホル・オス 108 107 166,320 1,080 67,475 -34,720
初生･ホル乳用･メス 23 23 342,360 3,240 254,598 74,418
初生･異性双児･メス 7 7 18,360 108 9,735 -49,545
初生･その他･メス
初生･その他･オス
廃 用 黒 毛 和 種 1 1 264,600 264,600 264,600 -14,400
廃 用 ･ ホ ル 138 138 392,040 31,320 158,423 3,999
廃 用 ･ そ の 他



まちがいさがし

まちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する
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２月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農企画係までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～

■正念場
　酪農は今がバブルだと思うよ、これからが正
念場だよ、きっと
 （ペンネーム　後継者の一人）
■大切な思い出
　子供達みな帰省してきました。寝る間も惜し
んで顔つき合わせたあの日が夢のようです。楽
しかったのに今は一人になって淋しい。

（ペンネーム　なかよしさん）
■年号は変われど、元気は変わらず
　色々あった平成から？へ新しい年。良い年に
成ります様に。６回目の年男です、元気で頑張
ります。 （ペンネーム　山親父さん）
■Let’s半身浴♨
　半身浴すると体重も減るし、ストレス解消に
もなる。オススメです。 （ペンネーム　Nさん）

◦ 正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》�左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ。 または、営農企画係までFAX（78-2048）をお願いし
ます。

《締め切り》2019年２月20日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」2019年３月号誌上

まちがいさがし１月号の答え

2 3 6 9 12
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

工藤　信也さん

下川原久美子さん

村上エネ子さん

松田　陽向さん

小林　光雄さん
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先月のお題『元旦』でした。
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■ 
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文 

■
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ま
だ
つ
か
ぬ
地
に　

時
忘
る

（
福
寿
草
さ
ん
の
作
品
）

こ
の
写
真
を
見
て
一
句
！

今月のお題『樹氷と雪景色』です。皆様の作品お待ちしております。
（２月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。

また、お題の写真も募集しております。
素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。


